






 

I はじめに 

 クロミフエンや HMG による排卵誘発法は,不妊症の治療法として,近年ますま

す広く用いられるようになったが,排卵誘発妊娠の予後を調査すると,多胎の増

加とは別に流産頻度がかなり高いことがわかってきた。われわれは,この高い流

産率が人工排卵による受精卵の異常に基づくか否かについて,基礎的ならびに

臨床的研究を続けているが,以下に本年度行なった研究の結果を報告する。 


